
区分・種別

所 在 地

所 有 者

指定年月日

解 説

革包太刀　1口  　　銘　国吉作　大内義隆奉納

今治市大三島町宮浦

大山祇神社 管 理 団 体

明治34年3月27日

重要文化財（工芸品）

名 称

　この拵
こしらえ

は総長120.3㎝、柄
つか

は黒漆塗りの鮫
さめ

皮
かわ

で包み、その上を

革で巻き、練革重ねの鐔
つば

をかけたものであり、鞘
さや

は黒漆塗りの

馬革で包みこんでいる。金具は山金
やまがね

である。

　なお、刀身は刃長71.0㎝、反
そ

り2.1㎝、鎬造
しのぎづくり

、庵棟
いおりむね

、銘は「國

吉作」とある。室町時代の作である。

　社伝によれば、大内義隆
おおうちよしたか

（周防など中国、九州七ヶ国の守護

大名）の奉納したものといわれている。

かわつつみたち


